
 

 

浦戸・河和地区防災計画 

 

令和４年度版 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浦戸・河和区自主防災会議 

 

 

 

 

 

 

 



浦戸区・河和区地区防災計画 

 

◎ 浦戸区・河和区に予想される災害 

    １ 地震 

    ・地区全域で震度７が予想され、多くの建物の倒壊の惧れがある。その結果、家具などの転倒 

や棚からの物の落下、ガラスの割れた破片の飛散が発生する。 

・地区内では、液状化や道路の湾曲などにより交通障害が発生。 

２ 津波 

・一部の海岸地域や河川周辺において浸水することが予想されるため、ひげ遅れ者や家屋等に

被害がある。 

３ 土砂災害 

・山際近くに建物が多くあるため、急傾斜地危険個所、地すべり危険区域、山腹崩壊危険地区

などの地区は建物等の被害が発生する。 

４ 台風 

・近年台風は大型化してきており、暴風や大雨により建物被害、水害や土石流による人的被害

が予想される。 

 

⑴ 浦戸区・河和区の地震、津波災害リスク（災害ハザードマップより） 

 

 地震・津波等の指定緊急避難場所           津波一時避難場所 

                           

 

 

 

南海トラフ巨大地震の震度分布 

 

南海トラフ巨大地震の液状化危険度分布 

 

場 所 標 高 電話番号 AED 

河和小学校体育館 約 33ｍ 82-9947 有 

総合公園体育館 約 24ｍ 82-5200 有 

全 忠 寺 約 30ｍ 82-0080 無 

場   所 

壬生神社 

パレマルシェ屋上駐車場 

豊田自動織機河和寮 

 

最大震度７ 

美浜町 

理論上最大想定モデル（陸側ケース）平成２６年５月愛知県発表 

 

赤は液状化の 

可能性が大きい 

美浜町 

理論上最大想定モデル（陸側ケース）平成２６年５月愛知県発表 



⑵ 新たな避難情報 

警戒レベル４避難指示で必ず避難 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 市町村が災害の状況を確実に把握できるものではない等の理由から、警戒レベル５は必ず発令される情報ではありません。 

※２ 避難指示は、これまでの避難勧告のタイミングで発令されることになります。 

※３ 警戒レベル３は、高齢者等以外の人も必要に応じ普段の行動を見合わせ始めたり、避難の準備をしたり、危険を感じたら自主的に避難

するタイミングです。 

 

◎ 災害に備えて実施すること 

     平 時 

     １ 地震 

     ・揺れに耐えるために、家具の転倒防止対策、ガラスに飛散防止シールの貼り付け。 

     ・家の耐震補強対策 

     ・水や食料品の備蓄や非常持ち出し品の配備。 

     ・家族間の連絡先や待ち合わせ場所の確認。 

     ２ 津波 

     ・避難ルート及びルート上の安全確保。 

     ・浸水区域の確認。 

     ３ 土砂災害 

     ・土砂量の想定に伴う居住場所の設定。 

     ・ため池提体の確認。 

     ４ 台風 

     ・停電対策を整備する。（飲料水、備蓄食料、海中電池等） 

     ・避難場所の確保をする。 

  



⑶ 土砂災害・台風・集中豪雨の避難の目安 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ◎ 災害に備えて実施すること 

          災害時 

          １ 地震 

・シェイクアウト 

・火災に対する防災対策 

・ラジオや携帯電話による情報収集 

２ 津波 

・津波情報収集 

・高台への避難 

・高齢者への声掛け 

３ 土砂災害 

・安全地帯への避難 

・被害確認 

４ 台風 

・気象情報の収集 

・避難場所への早めの避難 

・近隣高齢者への声掛け 

・断水対策 

 

 

 

 

 

 

４８時間降水量が

398ｍｍってどんな雨 
 

１時間雨量 10ｍｍ程度の

やや強い雨が４０時間

（約2日間）振り続く 

３時間降水量が 

156ｍｍってどんな雨 
 

１時間雨量 52ｍｍのやや

強い雨が３時間以上振り

続く 

風速５０ｍ/ｓ以上 

ってどんな風 

 
時速だと約180ｋｍの非

常に強い風、多くの樹木

が倒れる 

電柱や街灯が倒れブロッ

ク塀が倒壊する 



 

◎ 災害に備えて皆で実施すること 

・避難経路等の整備 

・隣組間のコミュニケーションの構築 

・防災訓練等への積極的参加 

 

   ◎ 上記事業を継続するための方策 

          ・定期的な防災訓練等の実施・参加 

          ・道普請等による道路環境の確認・整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【地震・風水害ハザードマップ】 

 

 


